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イ リ ノ イ 大 学 モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー Fall 2007 
Associates P r o g r a m 参 加 報 告
大 塚 志 乃
抄 録 : 2007 年 に 参 加 し た モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー の 研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 報 告 し ， ア メ リ カ の 大 学 図 書 館 活
動 の 一 端 を 紹 介 し た 。 最 新 動 向 を 全 体 的 に 把 握 で き る よ う 用 意 さ れ た 講 義 と 図 書 館 訪 問 を は じ め と し て ， 現
地 の 文 化 に も 触 れ ら れ る よ う 多 様 な ア ク テ ィ ピ テ ィ が 用 意 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ っ た 。 ま た ， 多 く の 固 か ら
の 参 加 者 と 図 書 館 と い う つ な が り を 通 じ て 交 流 を 深 め る こ と が で き た 。 ア メ リ カ の ラ イ ブ ラ リ ア ン の 自 信 と
熱 意 を 感 じ ， 利 用 者 へ の サ ー ビ ス 向 上 に つ な が る 会 話 の あ る 職 場 と し て の 図 書 館 で あ り た い と 考 察 し た 。
キ ー ワ ー ド : 国 立 大 学 図 書 館 協 会 ， 海 外 派 遣 事 業 ， イ リ ノ イ 大 学 ， モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー ， 国 際 図 書 館 プ ロ
グ ラ ム
1. は じ め に
平 成 19 年 度 国 立 大 学 図 書 館 協 会 海 外 派 遣 事 業 に
よ り ， 2 0 0 7 年 9 月 4 日 か ら 11 月 2 日 ま で の 約 2 か
月 間 ， ア メ リ カ の イ リ ノ イ 大 学 モ ー テ ン ソ ン セ ン
タ ー の ア ソ シ エ イ ツ ・ プ ロ グ ラ ム (Fall 2007 Asso-
ciates Program. M o r t e n s o n  Center for Internation-
al Library Programs. University of Il inois ， 以 下 ，
F al 2007 Associates P r o g r a m ) に 参 加 し た 。 同 協
会 の 海 外 派 遣 事 業 は 平 成 18 年 度 に 始 ま り ， 今 回 で
2 回 目 で あ っ た 。
プ ロ グ ラ ム 参 加 者 の 顔 ぶ れ は 様 々 で あ り 参 加 目 的
も 異 な っ て い た が ， 充 実 し た 内 容 の 研 修 プ ロ グ ラ ム
が 組 ま れ て お り ， 参 加 者 の 満 足 度 は 高 か っ た 。 本 稿
で は ， 研 修 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 紹 介 し ， ま た ， ア メ
リ カ の 図 書 館 サ ー ビ ス の 一 端 と 14 か 国 か ら 集 ま っ
た 参 加 者 と の 交 流 に つ い て 報 告 す る 。
2. プ ロ グ ラ ム の 概 要
2.1 モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー の 活 動
モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー は ， モ ー テ ン ソ ン 夫 妻 の 寄
付 に よ り 1991 年 に 設 立 さ れ た セ ン タ ー で あ る 。 国
際 的 な 教 育 ・ 相 互 理 解 ・ 平 和 の 促 進 の た め に 図 書 館
員 に 研 修 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し ， 地 理 的 な 位 置 や 技 術
へ の ア ク セ ス に 関 わ ら な い 図 書 館 と 図 書 館 員 の 国 際
的 な 結 び つ き を 強 め る こ と を 目 的 と し て 活 動 し て い
る O 場 所 は イ リ ノ イ 大 学 学 部 学 生 用 図 書 館 (Under-
graduate Library) 内 に あ る が ， 組 織 と し て は 独 立
し て い る 。 イ リ ノ イ 大 学 の メ イ ン キ ャ ン パ ス は ア ー
パ ナ と シ ャ ン ベ ー ン と い う 2 つ の 小 さ な 町 に ま た
が っ て 広 が っ て お り ， そ の ほ ぼ 中 央 に メ イ ン ラ イ ブ
ラ リ ー と 学 部 学 生 用 図 書 館 が あ る ( 写 真 1 ) 。
セ ン タ ー で は 毎 年 秋 に 行 う Associates P r o g r a m  
以 外 に も 各 国 か ら 短 期 ・ 長 期 滞 在 の 研 修 者 を 受 け 入
れ て お り ， ま た ， ア ジ ア ， ア フ リ カ な ど の 図 書 館 と
プ ロ ジ 、 エ ク ト を 立 ち 上 げ る な ど ， 少 数 の ス タ ッ フ で
積 極 的 に 活 動 を 行 っ て い る O
最 近 で は 3 年 間 に わ た る “ Thinking Outside of 
B o r d e r s " と い う プ ロ グ ラ ム が 終 了 し ， 報 告 が 出 さ
れ た 1 ) 。 こ れ は ， 博 物 館 ・ 図 書 館 サ ー ビ ス 機 構
(Institute of M u s e u m  a n d  Library Services) の 資
金 提 供 の も と に イ リ ノ イ 州 立 図 書 館 と の 協 力 で 行 わ
れ た も の で あ る o Fall 2007 Associates P r o g r a m に
も “ T h i n k i n g Outside of Borders" の 一 環 と し て い
く つ か の プ ロ グ ラ ム が 組 み 込 ま れ て い た 。
写 真 1 イ リ ノ イ 大 学 図 書 館 メ イ ン ラ イ ブ ラ リ ー
2.2 Fall 2007 Associates P r o g r a m  
Associates P r o g r a m は モ ー テ ン ソ ン セ ン タ ー の 代
表 的 な 非 学 位 プ ロ グ ラ ム で あ り ， 現 在 ま で に 累 計 で
700 名 以 上 が 参 加 し て い る O 約 8 週 間 の 期 間 中 ， 講
義 や 図 書 館 訪 問 な ど が セ ン タ ー に よ っ て す べ て ア レ
ン ジ さ れ た グ ル ー プ 研 修 で あ る O
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2.3 参加者
北米以外の地域の図書館員や情報専門家が参加対
象であり， 2007年には14か国から 17名が参加した。
参加国は，日本(2名)，コロンピア (3名)，韓国，
ベトナム，パキスタン，ウズベキスタン，ガーナ，
ナイジエリア，ウガンダ，タンザニア，ブラジル，
コスタリカ，エルサルパドル，メキシコ(各 1名)
であった。
参加対象が大学図書館に限定されていないため，
毎年，参加者の所属機関の傾向が異なるが， 2007年
は大学図書館からの参加者が非常に多かった(大学
図書館10名，公共図書館 3名，学校図書館 1名，
専門図書館 1名，議会図書館 1名，教育職 1名)。
職種は教員，図書館長，レファレンス・ライブラリ
アン，貴重コレクション・ライブラリアン，音楽司
書， IT技術者などであった。参加者の年代も 20歳
代4名(最年少は25歳入 30歳代4名， 40歳代 6名，
50歳以上3名と幅広かった。
また，参加費用の負担者は，所属図書館や協会に
よる負担，カーネギー財団やフルブライト奨学金に
よる支援など参加者によって異なっており，全額自
己負担という参加者も 1名いた。
日本からの参加者2名はそれぞれ国立大学図書館
協会および私立大学図書館協会からの派遣であっ
た。
3. プログラムの内容
研修プログラムは例年と同様に以下のような構成
であった。
-講義
・図書館訪問
. Host Visit 
.学内外の会議への参加
-イリノイ大学ライブラリアンへの個別インタ
ビュー
以下，それぞれについて概要を述べる O
3.1 講義
講義には，図書館経営シリーズなどの連続講義と
実務や最新技術についてのライブラリアンによる講
義・実習の 2種類があった。多くの講義では参加者
も積極的に質問や意見を述べる形式であり，時にそ
の活発さに圧倒されるほどであった。
以下に受講した講義と担当者を記す。
3.1.1 連続講義
-図書館経営シリーズ
予算と会計，評価IBobBurger氏
人的資源管理，変革管理，指揮監督(directing) 
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IRae四AnneMontague氏
・プロジェクト・マネジメントIBarbaraFord氏
( 2回)
・コミュニケーション技法，プレゼンテーション準
備，ファンド・レイジング(資金調達)の戦略
ISusan Schnuer氏
-情報技術入門，図書館システムの概観，オープン
ソース・ソフトウェアの利点，ハードウェアおよ
びソフトウェアの更新，ベンダーとの関係，技術
に関連した政策展開IKristinVogel氏
3.1.2 その他の講義，業務説明，実習
.大学図書館の役割IPaulaKaufman氏
-イリノイ大学における目録1Atoma Batoma氏
-イリノイ大学図書館の“Howto'¥マルチメディ
アとパワーポイントによるプレゼンテーションの
進展，進んだWeb検索の技術と Webブラウザを
基本にしたサービ、スISaraThompson氏
-情報リテラシーISusanA very氏
・本のツアー(受入から配架まで)ILynn Wiley氏
.図書館とリテラシーIBobWedgeworth氏
. Web2.0とゲームIDavidWard氏
. IDEALS 2) ISarah Shreeves氏
-十代の生徒にインターネット倫理を教える
IFrances Harris氏
・コンソーシアムの役割と OCLCIJanIson氏， Joe 
Sciacca氏
・デジタル・レファレンスサービスIBethW oodard 
氏
-資源共有とドキュメント・デリパリーの未来
ICherie Weible氏
・アメリカの公共図書館，図書館建築と空間設計
IFred Schlipf氏
・障害者サービスIBryanMcMurray氏， Mary 
Beth Allen氏， Susan Schnuer氏
・デジタル・コレクションの管理IBetsyKruger氏
・者~市図書館協議会(Urban Libraries Council: 
ULC) IMartin Gomez氏， Beronda Pitchford氏
. Consortium of Academic and Research Libraries 
in Ilinois (CARLI) IKristine Hammerstrand氏
-国際法と著作権IJanice Pilch氏
-多様な人々へのサービスIBethSandore氏， Scott 
Walter氏
-利用者中心の WebサイトのデザインILynne
Rudasill氏， JoAnn Jacoby氏
・プロジェクト・グーテンベルグ 3)の紹介IMichael
Hart氏
-無料または低コストの電子資源を見つけるIJo
Kibbee氏
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表 1 図 書 館 等 訪 問 先 リ ス ト
訪 問 先
大 学 図 書 館 公 共 図 書 館 学 校 図 書 館
専 門 図 書 館
関 係 団 体
1  
A C E S，  U I U C  
O  
2  
Main Library，  U I U C  
O  
3  
Undergraduate Library，  U I U C  
O  
4  
Asian Library，  U I U C  
O  
5  
Library and Information Science Library，  
O  
U I U C  
6  
Chicago Tribune 
O  
7  Chicago Public Library 
O  
8  
American Libraries Association 
O  
9  
Newberry Library 
O  
10 
Uni High School's Library，  U I U C  
写 J
O  
11 
Lincoln Trail Library Systems 
O  
12 Urbana Free Library 
O  
13 
O a k  Street Remote Storage Facility，  U I U C  
O  
14 
Western Il inois University，  the Leslie F  
O  
Malpass Library 
15 
Il inois State Library 
O  
16 
Paxton Public Library 
O  
17 
Il inois Wesleyan University's A m e s  Library 
O  
18 
Residence halllibrary，  U I U C  
O  
19 
Arthur Public Library 
O  
20 LexisNexis 
O  
21 O C L C  
O  
22 
T h e  Ohio State University (OSU) 
O  
A c k e r m a n  Library 
23 O S U  Library Book Depository 
O  
24 OhioLINK 
O  
25 
Stout Reference Library of the Indianapolis 
O  
M u s e u m  of Art 
26 Westerville P U  blic Library 
O  
27 Parkland College Library 
O  
* 掲 載 は 訪 問 }I 夏， U I U C は イ リ ノ イ 大 学 ア ー パ ナ ・ シ ャ ン ベ ー ン 校 の 略
3.2 図 書 館 訪 問
大 学 図 書 館 ， 公 共 図 書 館 ， 学 校 図 書 館 ， お よ び
A L A ，  Chicago Tribune 杜， O C L C な ど の 関 係 団 体
を 訪 問 し た ( 表 1 )0
3.3 Host Visit ( 短 期 滞 在 研 修 )
参 加 者 が イ リ ノ イ 州 内 の 図 書 館 に そ れ ぞ れ 2 ， 3 日
間 滞 在 し て の 研 修 が 行 わ れ た 。 筆 者 は パ キ ス タ ン か
ら の 参 加 者 と と も に 州 西 部 の W e s t e r n Il inois U  ni-
versity に 派 遣 さ れ ， 図 書 館 長 の Phyllis C. Self氏 の
自 宅 に 宿 泊 し た ヘ ァ ー パ ナ ・ シ ャ ン ベ ー ン か ら 車
で 片 道 3 時 間 の M a c o m b と い う 小 さ な 町 に あ る 学 生
数 約 13，000 名 の 公 立 大 学 で あ っ た 。 I 泊 2 日 と い う
短 期 間 で は あ っ た が ， 広 大 な キ ャ ン パ ス を 持 つ イ リ
ノ イ 大 学 と は ま た 異 な る 雰 囲 気 を 味 わ う こ と が で き
た。
蔵 書 は 博 士 課 程 を 持 た な い 大 学 で は ト ッ プ 10 に
入 り ， 18 名 の Faculty 資 格 を 持 つ ラ イ ブ ラ リ ア ン と
4 0 名 以 上 の ス タ ッ フ が い る と の こ と で あ っ た O
W e s t e r n  Il inois University の ラ イ ブ ラ リ ア ン と ，
図 書 館 学 の 基 礎 ク ラ ス で の 約 20 名 の 学 生 に 対 し て ，
所 属 図 書 館 を 紹 介 す る 短 い プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を
行 っ た 。 2 日 目 に は 大 学 の 国 際 交 流 部 門 の 長 と の
ミ ー テ ィ ン グ で 大 学 の 留 学 生 の 誘 致 に つ い て 話 を 聞
き ， そ の 後 ， “ W o r k s h o p International a n d  U.S. :  
Issues of Gender" と い う ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 し
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写真2 セッション“Becominga Library Advocate" 
でのグループ発表
た。ワークショップでは，留学生が陥りやすい孤独
(特に男子)と孤立(特に女子)について発表と
デイスカッションが行われた。
Host Visitの前日には，ホストのライブラリアン
も参加して“Becominga Library Advocate" と
“DiSC Training" 5) というセッションが行われたが，
これらは既述の“ThinkingOutside of Borders"の
プロジェクトによるものであった O “Becoming a 
Library Advocate"では，ワシントンD.C.のAdvo-
cacy Associates 6)からStephanieVance氏を迎え
て，図書館活動の役割や必要性をPRする取り組み
である Advocacy7)について学び，グループでデイ
スカッションと発表を行った(写真2)0 
3.4 学内外の会議への参加
3.4.1 2007年イリノイ州図書館年次大会
同年次大会は全米で3番目に大きな州レベルの図
書館大会であり， 2007年は州都スプリングフィール
ドで行われ，約2，400名が参加した。
3日間の期間中に，“InnovativeCustomer Ser【
vice Practices in Libraries around the W orld"と
名付けられた分科会で研修参加者が国別にプレゼン
テーションを行った。持ち時聞が各国 5分という短
いものであったが，このために講義でプレゼンテー
ション技法を学び 2度にわたってリハーサルをし
て準備を行った。日本からは 2名参加のためプレゼ
ンテーションの内容は 2本立てとした。前半は筆者
が所属する大阪大学附属図書館の生命科学分館も含
まれる外国雑誌センター館の紹介を行い，後半は立
教大学の伊藤秀弥氏が日本の図書館における専任職
員の減少と非専任職員の増加の問題と改善策のアイ
デアについてまとめた O 分科会後に興味深い内容
だったとのコメントをいただ、いた。
前夜祭では，“BookCart Drill Team -2007 
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写真3 ブックトラック競技
State Championship"があり，メーカー名が大きく
書かれたブックトラックを使って 3つの図書館のラ
イブラリアン達が音楽に合わせてダンスし，優勝を
競うというイベントも行われた(写真3)。
3.4.2 Symposium on the Future of ILS (Integrat-
ed Library System) 
アーパナ・シャンベーンで行われた 2日間の同シ
ンポジウムに参加した。参加者の多くは州内の図書
長官員であったカえウィスコンシン州やカンザス州な
ど遠方からも参加があった。シンポジウムでは図書
館システムの今後の方向性について，ライブラリア
ン， OCLC，ベンダーなど様々な立場の参加者によ
る発表と議論が行われた。「知り合いを増やしてた
くさん話しましょう」という予想以上にコミュニ
ケーションを重視する姿勢と，朝食からディナー後
のセッションまでの長時間にわたるタイトなスケ
ジュールを経厚食してアメリカのライブラリアンのバ
イタリティに感じ入った。
3.4.3 Faculty Meeting 
イリノイ大学ライブラリアンのFacultyMeeting 
に参加する機会があった。約60名のライブラリア
ンが参加し，新しいメンバーの紹介や取り組んでい
る業務の報告と意見交換が行われた。
3.5 イリノイ大学ライブラリアンへの個別インタ
ビュー
研修参加者はライブラリアンに個別インタビュー
を申し込むことができる O アジア図書館の野口契子
氏を通じて情報リテラシーサービスのコーデイネー
ターを務めるLisaHinchliffe氏とコレクション部門
のAssociateUniversity Librarianを務める Tom
Teper氏からお話を伺った。
Hinchliffe氏からは，コーデイネーターは大学全
体の情報リテラシー教育の年間計画を策定するとい
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図 1 検 索 結 果 例
、
う 立 場 で は な く ， 大 学 内 の 図 書 館 で 各 ラ イ ブ ラ リ ア
ン が そ れ ぞ れ 情 報 リ テ ラ シ ー 教 育 を 計 画 ・ 実 行 し て
い る と の お 話 で あ っ た 。 ( 大 き な 図 書 館 で は 情 報 リ
テ ラ シ ー 教 育 の 担 当 者 が い る が ， ア ジ ア 図 書 館 な ど
少 人 数 の 図 書 館 で は 各 人 が 選 書 か ら 情 報 リ テ ラ シ ー
教 育 ま で 専 門 分 野 に つ い て 幅 広 く サ ー ビ ス を 提 供 し
て い る 。 ) T e p e r 氏 は 2 0 0 7 年 に 現 職 に 就 い た ば か り
で あ っ た が ， 大 学 内 の 4 0 以 上 の 図 書 館 の 資 料 費 の
配 分 に 携 わ っ て お り ， 雑 誌 ， プ リ ン ト そ れ ぞ れ の 資
料 費 の 配 分 は 大 仕 事 で あ る と の 印 象 を 持 っ た 。
ま た ， 他 の 参 加 者 2 名 と 一 緒 に B r y a n M c M u r r a y  
氏 か ら も お 話 を 伺 っ た 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育 セ
ン タ ー の 視 聴 覚 教 育 ス ペ シ ャ リ ス ト の M c M u r r a y 氏
は ， 自 身 も 目 が 不 自 由 で あ る が ， イ ン タ ビ 、 ユ ー で は
特 に 視 覚 障 害 者 が 使 用 す る 機 器 や 点 字 絵 本 を ご 紹 介
い た だ い た 。
4. ア メ リ カ の 図 書 館 サ ー ビ ス の 動 向
8 週 間 の 滞 在 中 に 見 聞 し た ア メ リ カ の 大 学 図 書 館
を 中 心 と し た 図 書 館 活 動 の 一 部 に つ い て 述 べ る O
4.1 W e b の 活 用
4. 1.1 図 書 館 の W e b サ イ ト
イ リ ノ イ 大 学 図 書 館 を 含 め ， ア メ リ カ の 図 書 館 の
W e b サ イ ト は 非 常 に 充 実 し て い る 。 イ リ ノ イ 大 学
で は ， W e b  of Science な ど の デ ー タ ベ ー ス ， O P A C  
や イ リ ノ イ 州 内 の 図 書 館 の 総 合 目 録 I - S h a r e ， E -
b o o k ，  G o o g l e な ど の サ ー チ エ ン ジ ン を 一 度 に 統 合
検 索 す る た め の 検 索 ボ ッ ク ス が ， 図 書 館 の W e b サ
イ ト の 中 央 に 設 け ら れ て い る O 図 書 館 の 蔵 書 か E -
b o o k か ネ ッ ト 上 の 情 報 か ， と い っ た リ ソ ー ス を 気
に す る こ と な く 利 用 者 は キ ー ワ ー ド を 入 力 し て 探 す
こ と が 可 能 で ， 検 索 結 果 は 一 画 面 に ま と め て 表 示 さ
れ る ( 図 1 ) 。 こ の 統 合 検 索 を 用 い た W e b サ イ ト は
Fall 2 0 0 7  Associates P r o g r a m の 期 間 中 で あ っ た
2 0 0 7 年 9 月 に 公 開 さ れ た 。 学 生 が 調 べ も の を す る と
き に 「 ま ず GoogleJ と な っ て い る こ と へ の 危 機 感 が
あ り ， S a r a  T h o m p s o n 氏 は こ の 新 し い W e b サ イ ト
に つ い て Iuse the easy search like GoogleJ と 紹
介 し て い た 。 訪 問 し た 他 の 大 学 図 書 館 で も G o o g l e
は 何 度 も 話 題 に 上 っ て お り ， Google の 存 在 感 は か な
り 大 き か っ た 。
ア メ リ カ で 図 書 館 の W e b サ イ ト か ら よ く 利 用 さ
れ る の が イ ン ス タ ン ト ・ メ ッ セ ー ジ で あ る 。 イ リ
ノ イ 大 学 で A s k a  Librarian と い う 質 問 ・ 相 談 ツ ー
ル と し て 紹 介 さ れ て い る の が ， )1買 に ， イ ン ス タ ン
ト ・ メ ッ セ ー ジ ， 電 子 メ ー ル ， 電 話 ， カ ウ ン タ ー の
訪 問 ， S M S  T e x t  ( 携 帯 メ ー ル ) と な っ て い る O こ
の 中 で 学 生 が 最 も 利 用 す る の が イ ン ス タ ン ト ・ メ ッ
セ ー ジ と 呼 ば れ る チ ャ ッ ト 形 式 の ツ ー ル で あ る 。 イ
リ ノ イ 大 学 で は ， 図 書 館 学 を 学 ぶ 大 学 院 生 が パ ソ コ
ン の 前 に 座 っ て 学 生 か ら の さ ま ざ ま な 質 問 に リ ア ル
タ イ ム に 答 え ， 難 し い 質 問 に は レ フ ァ レ ン ス ・ ラ イ
ブ ラ リ ア ン が 対 応 す る と の こ と で あ っ た 。
4. 1. 2  バ ー チ ャ ル 空 間 で の 広 報
日 本 で は そ れ ほ ど 広 が ら な か っ た S e c o n d Life 8 )  
だ が ， イ リ ノ イ 大 学 を 始 め と す る い く つ か の 図 書 館
で は 広 報 ツ ー ル と し て 利 用 し よ う と し て い た 。 イ リ
ノ イ 大 学 図 書 館 で は ， S e c o n d  Life 内 に バ ー チ ャ ル
な 図 書 館 を 建 て ， 住 民 に 利 用 し て も ら う よ う 仕 組 み
を 考 え て い る と の こ と で あ っ た 。 説 明 を 聞 い た と き
は ， バ ー チ ャ ル 空 間 に 図 書 館 を 設 置 し て ど れ ほ ど の
効 果 が あ る の か 疑 問 を 感 じ て い た が ， F a c e b o o k や
日 本 の m l x l な ど の S N S ( ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー
キ ン グ ・ サ ー ビ ス ) の 影 響 の 大 き さ を 考 え る と ， メ
ン バ ー 限 定 の バ ー チ ャ ル 空 間 で も 利 用 者 と の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン や 図 書 館 広 報 の 試 行 が 可 能 だ と 考 え る
よ う に な っ た 。
4.2 コ ン ソ ー シ ア ム と O C L C
ア メ リ カ で は 地 域 単 位 の コ ン ソ ー シ ア ム が ほ と ん
ど で ， 特 に ， 州 立 大 学 や 私 立 大 学 と い っ た 設 置 母 体
の 種 類 ご と の コ ン ソ ー シ ア ム は な い 。 州 ご と の 独 立
性 が 強 い か ら で あ る が ， イ リ ノ イ 州 で も い く つ か の
コ ン ソ ー シ ア ム が 存 在 す る 。
そ の 一 つ ， C o n s o r t i u m  of A c a d e m i c  a n d  
R e s e a r c h  Libraries in Il inois ( C A R L I ) は 3 つ の コ
ン ソ ー シ ア ム が 統 合 し て 2 0 0 5 年 に 発 足 し た も の で ，
州 内 の 約 140 の 機 関 が 参 加 し て い る O 中 心 と な っ て
い る の は イ リ ノ イ 大 学 だ が ， I-Share と い う 総 合 目
録 の 提 供 を は じ め と し て ， 電 子 リ ソ ー ス の 購 入 や メ
ン バ ー 館 の た め の 研 修 な ど の サ ー ビ ス が 28 名 も の
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フルタイムのスタッフにより運営されている。 1-
Shareを利用して所属図書館にない資料を利用者自
身がリクエストすることも可能である。訪問した小
さな町の公共図書館のライブラリアンは「こんな小
さな図書館で蔵書も恥ずかしいほど少ないけれど，
1-Shareを通じて膨大な資料がすぐに利用できるた
め世界が広がって嬉しいjと語っていた。ただし，
州ごとに経済状況が異なるため，図書館などの文化
施策への予算配分は州によって全く異なると，訪問
先のライブラリアンが述べていた。
また，アメリカでの目録や1LLサービスの中心的
存在はOCLCであるが，その存在感は想像以上で
あった。何より，研修参加者の関心が非常に高かっ
た。 5日間だけ，筆者ら 11名がオハイオ州へ，中
南米からの参加者6名がネプラスカ州へと 2グルー
プに分かれて研修を受けたが9)ネプラスカ州組が
OCLCに行けないことを残念がっていた。 OCLCへ
の参加を検討しているという参加者が数人おり，世
界各地でOCLCのサービスが認められていることが
分かった。
4.3 E-reserve 
訪問した大学図書館で一般的だったサービスの一
つが， E-reserveである。コース・リザーブの資料
を電子ファイルにしてサーバーに保存する方法だ
が，アカウントを持つ学生はどこからでもアクセス
でき 1冊の図書を取り合ったり 2時間という制限
時間を気にしたりする必要がないため，イリノイ大
学ではE-reserveの割合が大きいとのことであった。
教員が提出する資料の著作権を確認してスキャナで
電子ファイル化するというのが一連の作業である。
イリノイ大学では学生がファイルを聞いた最初の
ページに著作権に関する注意が表示されるように
なっていた。
4.4 資金調達と寄付
アメリカの図書館では資金調達は重要な仕事であ
り，イリノイ大学の図書館長のPaulaKaufman氏も
相当な時間を資金調達に割いていると述べていた。
学内でのアピールはもちろんのこと，基金や会社か
らの補助金や個人からの寄付のために活動している
とのことであった。
図書館に限らず大学の建物にはよく寄贈者の名前
が記されたプレートが貼られている。図書館でも部
屋の入口や書架などあちこちに寄贈プレートを見か
けた。
また，イベントを行うときに関係団体や会社から
資金提供を受けることは一般的で，公共図書館の
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ブック・モービルやシカゴの公園で行われていた公
共図書館主催のブック・フェアなど，どこでも資金
提供者の名前が大きく書かれていた。
4.5 コピー機
一つの大学でのみ見かけたコピー機だが，筆者が
初めて見た機能を持つためここに紹介する。Illinois
Wesleyan University's Ames Library内に設置され
ていたコピー機は，普通にコピーする以外に，読み
込んだものを紙に出力せずに電子ファイル化して
メールアドレス宛に送信する機能が付いていた。実
際に試してみたところ，メール添付の形で届いてい
た。同行したモーテンソンセンターのスタッフも見
たことがないとのことであったためアメリカでも一
般的かどうか不明である。紙に出力するとコピー代
が必要だが，自分のアドレスにファイルとして送る
と無料であった。著作権の関係がクリアされれば非
常に画期的なコピーサービスになると思われる。
5. 研修プログラムの支援態勢
5.1 センターのスダッフ
センター長のBarbaraFord氏，センター副所長
のSusanSchnuer氏のほかにスタッフ 2名(うち 1
名は大学院生)と秘書1名の5人体制であった。
講義や図書館訪問のスケジ、ュールや手配といった
公の部分だけではなく，空港への送迎，アパートの
手配と数日分の食料品や日用品の準備といった 2か
月間の生活に必要な細部にまでスタタフの配慮が
あった。「何かあればいつでもすぐに連絡するよう
にJと，全スタッフの自宅と携帯電話の番号リスト
が配布されたことが印象的であった。
5.2 モーテンソン・フレンド
Associates Programの特徴のーっとしてモーテン
ソン・フレンドが挙げられる。ボランティアとして
募集され，各参加者に一人のライブラリアンが付く。
筆者のモーテンソン・フレンドはアジア図書館の野
口契子氏であり，食事や買い物，上述の個別インタ
ビューのアレンジと同席など，多くのサポートを受
けた。また，他の参加者のモーテンソン・フレンド
の自宅で交流する機会もあった。参加者が外国人だ
からこそのサポート態勢と思われるが，いつでも頼
れるという安心感は非常に心強かった。
5.3 その他のサポート
センター長のFord氏などの自宅パーティに招か
れ，モーテンソン・フレンドを含むライブラリアン
や関係者と交流する機会が3回設けられた。アメリ
大 学 図 書 館 研 究 L X X X V (2009.3) 
写 真 4 副 所 長 宅 で の ラ ン チ パ ー テ ィ ー ( 2 列 目 左 か
ら 5 人 目 が セ ン タ ー 長 の F o r d 氏 ， 同 4 人 目 が 副 セ ミ
タ ー 長 の Schnuer 氏 )
カ の 家 庭 を 訪 問 す る 貴 重 な 機 会 で あ っ た ( 写 真 4 )0  
ま た ， A m i s h 村 ツ ア ー や 果 樹 園 ， ト ウ モ ロ コ シ 農
場 ， カ ボ チ ャ 畑 ツ ア ー な ど 現 地 の 文 化 に 触 れ ら れ る
よ う 配 慮 が な さ れ た 。
外 国 か ら の 参 加 と い う こ と で ， 大 学 の 国 際 交 流 部
門 の 担 当 者 と の ミ ー テ ィ ン グ も 設 け ら れ た 。 参 加 者
か ら の 質 問 や 意 見 は ， 自 国 か ら の 留 学 の 可 能 性 ， 特
に 奨 学 金 や 受 け 入 れ 態 勢 に 関 す る こ と が 多 か っ た 。
6. 他 の 参 加 者 と の 交 流
自 分 の 設 定 テ ー マ に 沿 っ て 研 修 す る 形 式 で は な
く ， セ ン タ ー に よ っ て 2 か 月 間 の プ ロ グ ラ ム 内 容 が
組 ま れ て い る こ と が Associate P r o g r a m の 最 大 の 特
徴 で あ る が ， そ れ と と も に 特 徴 の ー っ と 言 え る の が
他 の 参 加 者 と の 交 流 で あ る 。
特 に 2 0 0 7 年 は セ ン タ ー 副 所 長 の S c h n u e r 氏 が
1  A m b a s s a d o r  ( 大 使 )J と グ ル ー プ 名 を 付 け た ほ ど
に ， 参 加 者 の 国 の 数 が 14 か 国 と 多 か っ た 。 1 年 間
の 長 期 滞 在 予 定 の 1 名 を 除 い た 16 名 は ， キ ャ ン パ
ス は ず れ の オ ー チ ヤ ー ド ダ ウ ン と い う 地 域 に あ る ，
大 学 構 成 員 の た め の 家 族 向 け ア パ ー ト 群 の 一 室 に 2
名 ず つ 滞 在 し ， 文 字 通 り 「 寝 食 を 共 に す る J 2 か 月
を 送 っ た 。 食 事 や 生 活 習 慣 ， 文 化 ， 宗 教 ， 政 治 な ど
各 参 加 者 の 持 つ 背 景 の 相 違 に 戸 惑 う こ と も 多 か っ た
が， 1図 書 館 」 と い う つ な が り と 他 の 参 加 者 に 対 す
る 敬 意 に よ り 交 流 を 深 め ， 互 い の 固 と 図 書 館 に 対 す
る 関 心 を 高 め る こ と が で き た 。 大 学 院 を 出 て い る 人
や 授 業 を 受 け 持 つ て い る 人 も い て ， い か に 他 国 の 図
書 館 や 司 書 の 事 情 を 知 ら な い か 思 い 知 ら さ れ た 。
図 書 館 だ け で は な く ， 政 治 経 済 ， 国 際 平 和 に つ い
て も 関 心 が 高 い 参 加 者 が 多 く ， 訪 問 先 で の 鋭 い 指 摘
と 議 論 に 圧 倒 さ れ た こ と も し ば し ば あ っ た 。
こ れ ら 参 加 者 の 多 く と は 研 修 終 了 後 も 連 絡 を 取 り
写 真 5 捨 て ら れ な い 目 録 カ ー ド
合 い ， 互 い の 図 書 館 の 、 活 動 に つ い て a 情 報 交 換 を 行 っ
て い る 1 ヘ 今 後 も 欧 米 だ け で な い 各 国 の 図 書 館 の 動
向 に 関 心 を 持 ち 続 け た い 。
7. さ い ご に
2 か 月 と い う 短 い よ う で 長 い 研 修 中 に 感 じ た の は
「 ア メ リ カ の 図 書 館 は 先 進 的 で 素 晴 ら し い 」 と い う
礼 賛 だ け で は な か っ た 。 講 義 も す べ て が 目 新 し か っ
た わ け で は な い 。 実 際 ， す で に 知 っ て い る こ と も
あ っ た 。 書 庫 の 狭 隆 化 や 学 生 の G o o g l e 第 一 主 義 へ
の 危 機 感 ， 予 算 獲 得 や 人 員 削 減 と い っ た 大 き な こ と
か ら ， 遡 及 入 力 が 完 了 し て も 目 録 カ ー ド が 捨 て ら れ
な い ラ イ ブ ラ リ ア ン が い る ( 写 真 5 ) と い っ た 小 さ
な こ と ま で ， 日 本 と 変 わ ら な い 懸 案 事 項 が 数 多 く 存
在 す る O
ま た ， F a c u l t y 資 格 を 持 て ば 「 定 年 」 は な い が ，
一 方 で ， 人 的 資 源 管 理 の 講 義 で 与 え ら れ た デ イ ス
カ ッ シ ョ ン の テ ー マ に 「 長 年 ， ラ イ ブ ラ リ ア ン と し
て 働 い て き た A さ ん は 最 近 の 技 術 の 変 化 に う ま く 対
応 で き て い な い よ う だ 。 そ の た め 他 の ラ イ ブ ラ リ ア
ン と の 信 頼 関 係 が 崩 れ て し ま っ て い る O ど の よ う に
対 応 し た ら 良 い か 」 と い う も の が あ り ， そ う い う 事
例 が 実 は 少 な か ら ず あ る の で は な い か と も 思 わ れ
た。
し か し ， 毎 日 の よ う に 感 じ る 類 似 と 相 違 の 交 錯 の
中 で ， 頻 繁 に 感 じ た 違 い は ラ イ ブ ラ リ ア ン の 「 自 信
と 熱 意 」 で あ っ た 。 「 こ の 自 信 と 熱 意 は ど こ か ら 来
る の か 」 と い う 素 朴 な 疑 問 が 常 に 頭 の 中 に あ り ，
翻 っ て 日 本 の 状 況 を 考 え る と 「 自 信 と 熱 意 」 を 持 つ
( か つ ， 表 面 上 に 見 せ て い る ) 図 書 館 員 は ア メ リ カ
に 比 べ る と 割 合 は 低 い の で は な い か と 思 わ れ た 。
そ れ は も ち ろ ん ， 文 化 ， 歴 史 ， 政 治 と い っ た ， 国
や 国 民 の 置 か れ て い る 背 景 の 相 違 に よ る も の と 考 え
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ることができるし，単純に，アメリカでの“librari-
an"と日本での「図書館員」の違いの現れと片付け
ることもできるO
ライブラリー・スクールで受講するコースを決め
るときに「カタロガーになりたいからこれとこれを
取って…」と決めて勉強するなど，図書館の中での
ポジションを見据えながらライブラリー・スクール
に通い，同時に図書館で働いてキャリアを積んで卒
業するアメリカと，大学の司書課程での少ない必要
単位だけで資格が取得できる日本とでは違いが出る
のは仕方ないことなのかもしれない。
ただ， r仕方ない」で済まさずに，アメリカの図
書館サービスで秀でていると思われることを取捨選
択し(例えば， E-reserveはアメリカの大学図書館
で普及しているが，指定図書制度のない筆者の所属
図書館では必要ないと言える)，必要なサービスな
ら日本ではどのように実現可能かを考えていくこと
のできる図書館(という職場)でありたいと思った。
訪問した図書館はどこも好意的で，かつ， rいろい
ろ見聞きして欲しい。そしてデイスカッションして，
私たちも何かアイデアをもらいたい」という姿勢で
迎えられた。日常業務に追われて目の前のことをこ
なすだけで精一杯な職員が多い状況かもしれない
が，日本の図書館でも，まずは気軽に話ができて，
そこから何かを始められる雰囲気が必要だと改めて
考える O 今後のテーマの一つで、ある O
最後に研修を総括すると， Associates Programの
ように準備された研修プログラムは，自らが設定し
たテーマに関して研究したり滞在先の図書館の 1ス
タッフとして仕事に携わったりする研修とは大きく
異なる。どの形の研修にも多くの長所があると思わ
れるが， Associates Programは，多くの教員やライ
ブラリアンからシャワーを浴びるようにさまざまな
テーマの講義を受けられる点，州内外の20以上も
の図書館を(自分でアポイントを取るというプロセ
スを経ずに)訪問できる点，二度とこのような機会
はないと思うほど濃密に多国の図書館員と 8週間も
の間交流できる点が秀逸と思われる。
謝辞
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